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近
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は
じ
め
に

一
九
八
0
年
代
ま
で
の
状
況

一
九
九
0
年
代
の
判
決

学
説
の
備
敵

四

若
干
の
考
察
と
今
後
の
課
題

は
じ
め
に

フ
ラ
ン
ス
の
著
作
権
法
で
は
、
「
自
然
人
ま
た
は
法
人
の
発
意
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
る
著
作
物
で
そ
の
指
示
と
そ
の
名
の
下
に
出
版
、

発
行
、
お
よ
び
公
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
作
成
に
参
加
す
る
各
著
作
者
の
個
々
の
寄
与
が
、
実
現
さ
れ
た
全
体
に
つ
い
て
各

著
作
者
に
個
別
の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
く
、
寄
与
が
そ
の
た
め
に
構
想
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
全
体
の
中
に
融
合
し
て
い
る

(
l
)
 

も
の
」
を
集
合
著
作
物
と
呼
ぶ
(
知
的
所
有
権
法
典
ヤ
ロ
ω
1
N

条
三
項
〉
。
そ
し
て
、
集
合
著
作
物
は
「
反
対
の
証
拠
が
な
い
限
り
、
集
合
著

作
物
が
そ
の
名
の
下
に
公
表
さ
れ
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
の
所
有
」
に
属
し

〈同
「
己
ω
l
u
条

一
項
〉
、
「
こ
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
は
、
著

379 
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作
者
の
権
利
を
付
与
さ
れ
る
」

〈同
条
ニ
項
〉
。

筆
者
は
、
一
九
九
六
年
に
公
表
し
た
小
論
で
、
集
合
著
作
物
制
度
の
概
括
的
な
紹
介
を
試
み
た
〈
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
合
著
作
物

制
度
」
著
作
権
研
究
二
二
号

〈
一
九
九
六
年
〉
四
九
頁
、
以
下
「
旧
稿
」
と
略
称
す
る
〉
。
し
か
し
、
「
実
現
さ
れ
た
全
体
に
つ
い
て
各
著
作
者
に

個
別
の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
く
」
の
要
件
を
比
較
的
詳
細
に
検
討
し
え
た
他
は
、
条
文
を
逐
語
的
に
説
明
す
る
に
と
ど

ま
っ
た
観
が
あ
る
。
ま
た
、
執
筆
時
期
に
比
し
て
収
集
し
た
資
料
が
古
く
、
検
討
の
対
象
が
主
と
し
て
一
九
八

0
年
代
ま
で
の
判
例
・
学
説

に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

(2) 

そ
の
後
四
年
が
経
ち
、
フ
ラ
ン
ス
著
作
権
法
の
研
究
は
、
著
作
者
人
格
権
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
、
次
第
に
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
集
合
著
作
物
に
関
し
、
旧
稿
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
、
補
う
よ
う
な
研
究
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。

振
り
か
え
っ
て
み
れ
ば
、
旧
稿
を
公
に
す
る
こ
と
を
考
え
始
め
た
一
九
九
三
年
頃
に
は
す
で
に
、
集
合
著
作
物
を
め
ぐ
っ
て
、
本
稿
で
紹

介
す
る
よ
う
な
急
激
な
展
開
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
法
人
が
あ
る
著
作
物
を
「
利
用
」
し
て
い
て
、
そ
の
創
作
に
関

わ
っ
た
自
然
人
か
ら
権
利
主
張
が
な
い
場
合
に
は
、
侵
害
を
は
た
ら
く
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、
法
人
自
ら
が
著
作
権
者
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
侵
害
差
止
な
ど
の
請
求
を
で
き
る
と
い
う
趣
旨
の
破
毅
院
判
決
が
、

一
九
九

0
年
代
に
相
次
い
で
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
従
来
の
問
題
状
況
を
整
理
す
る
。
続
い
て
、
一
連
の
判
決
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
発
想
や
、

集
合
著
作
物
に
関
す
る
法
典
ヤ
ロ
ω
I
N

条
お
よ
び

F
・己
ω
l
印
条
と
の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
紹
介
す
る
。
次
に
、
一
連
の
判
決
の
把
握
の
し

か
た
に
つ
い
て
の
議
論
を
紹
介
し
、
最
後
に
若
干
の
考
察
を
加
え
今
後
の
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
九
八

0
年
代
ま
で
の
状
況

フ
ラ

γ
ス
著
作
権
法
で
は
、
法
人
は
創
作
を
な
し
え
な
い
の
で
、
自
然
人
の
み
が
著
作
者
と
な
り
う
る
と
考
え
る
(
著
作
者
自
然
人
主
義
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の
原
則
〉
の
が
通
説
で
あ
り
、
日
本
の
著
作
権
法
一
五
条
の
よ
う
な
規
定
は
な
い
。
著
作
権
が
法
人
に
原
始
的
に
帰
属
す
る
の
は
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
職
務
著
作
の
場
合
(
法
典
「
ロ
ω
中
条
三
項
〉
を
除
け
ば
、
集
合
著
作
物
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
の
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
ま
た
、
法
人
が
著
作
権
を
承
継
取
得
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
に
は
、
著
作
者
が
書
面
に
よ
り
著
作
権
の
移
転
に
合
意
し
た
こ
と
を
立

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
〈
法
典
円
、
.
Hω
H
b
条
一
項
、
下
回
ωH
・ω
条
一
一
損
)
。
仮
に
著
作
者
が
法
人
の
従
業
員
で
あ
っ
て
も
、
書
面
は
必
要

(
3
)
 

と
さ
れ
て
き
た
。

一
九
八

0
年
代
ま
で
の
破
毅
院
は
、

1

1

旧
稿
五
三
頁
で
指
摘
し
た
よ
う
な
動
揺
を
見
せ
な
が
ら
も
、
概
し
て
|
|
集
合
著

作
物
の
成
立
を
容
易
に
は
認
め
な
か
っ
た
。
著
作
物
の
創
作
に
参
加
し
た
自
然
人
の
誰
に
も
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
の
不
分
割

C
E玄
ω
〉

の
権
利
を
与
え
ら
れ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
全
て
の
参
加
者
が
自
分
に
割
り
当
て
ら
れ
た
部
分
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
没
頭
し
、
著
作
物

全
体
に
つ
い
て
の
構
想
は
専
ら
、
著
作
物
の
創
作
を
主
導
す
る
者
(
法
人
で
あ
っ
て
も
よ
い
〉
が
担
っ
て
い
た
よ
う
な
場
合
(
旧
稿
五
一
頁
〉

に
限
り
、
成
立
を
認
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
法
人
は
、
自
ら
著
作
権
者
と
し
て
第
三
者
に
対
し
侵
害
訴
訟
を
提
起
し
た
い
が
、
著
作
権
の
移
転
を
証
す
る
書
面
を
何
ら

か
の
理
由
で
提
出
で
き
な
い
場
合
、
集
合
著
作
物
の
要
件
解
釈
を
緩
和
す
る
よ
う
求
め
る
か
、
あ
る
い
は
、
集
合
著
作
物
制
度
の
枠
の
外
で
、

自
ら
に
著
作
権
が
原
始
的
に
帰
属
す
る
旨
を
主
張
す
る
ほ
か
な
い
。

し
か
し
破
致
院
は
、
後
者
の
よ
う
な
主
張
も
ま
た
認
め
な
か
っ
た
。
一
九
五
七
年
法
八
条
(
法
典
円
、
.HHω
山
条
、
日
本
の
著
作
権
法
一
四
条

に
相
当
)
を
手
が
か
り
と
し
て
、
集
合
著
作
物
制
度
に
よ
ら
ず
法
人
に
著
作
権
を
原
始
的
に
帰
属
さ
せ
た
原
判
決
を
破
棄
し
た
例
が
あ
る
の

と
こ
ろ
が
、

で
紹
介
す
る
。

〈判
決
1
〉

破
毅
院
民
事
一
部
一
九
八
二
年
三
月
一
七
日
判
決
〈
ラ
イ
タ
ー
〉
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有
名
な
り
c
u
o
E
社
が
一
九
六
二
年
に
「
集
合
的
に
」
創
作
し
た
ラ
イ
タ
ー
の
モ
デ
ル
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
。
同
一
モ
デ
ル
の
ラ
イ
タ
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ー
が
り

mE己
O
民
社
な
ど
四
社
か
ら
販
売
さ
れ
た
の
で
、
ロ
ロ
窓
口
同
社
が
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

u
c
u
o三
社
の
側
で
、
当
該
ラ
イ

タ
ー
が
集
合
著
作
物
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
も
、
著
作
者
か
ら
書
面
で
著
作
権
の
移
転
を
受
け
た
こ
と
も
証
明
で
き
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
原
判
決
は
、
一
九
五
七
年
法
八
条
よ
り
、
著
作
者
の
資
格
は
反
証
が
な
い
限
り
そ
の
名
の
も
と
に
著
作
物
が
公
表
さ
れ
た
者
に
属
す

る
と
判
示
し
て
、
請
求
を
認
容
し
た
。
ロ
ω〈
広
。
民
社
ら
が
破
棄
申
立
し
、
破
致
院
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
原
判
決
を
破
棄
し
た
。

一
九
五
七
年
法
八
条
、
九
条
(
法
典
円
、
.
H
5・N
条
〉
、
二
ニ
条

(FHHω
ふ
条
〉
よ
り
、
法
人
は
、
集
合
著
作
物
の
場
合
に
の
み
、
著

作
権
を
原
始
的
に
付
与
さ
れ
る
。
原
判
決
は
、
八
条
に
基
づ
い
て
、
ロ
ロ
旬
。
三
社
を
、
そ
の
名
の
下
に
著
作
物
が
公
表
さ
れ
反
証
も
な

い
こ
と
を
理
由
に
著
作
権
者
と
認
め
、
損
害
賠
償
請
求
を
認
容
し
た
。
し
か
し
原
判
決
は
、
当
該
著
作
物
が
集
合
著
作
物
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
を
明
言
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
上
記
の
各
条
文
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

破
毅
院
は
こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
七
年
法
八
条
に
よ
る
著
作
者
の
推
定
が
法
人
に
は
及
ば
な
い
旨
を
明
示
し
た
。

(
6
)
 

て
も
、
一
九
九
一
年
二
月
一
九
日
判
決
〈
何
ら
か
の
商
品
、
詳
し
い
事
案
は
調
査
未
了
〉
で
は
、

れ
な
い
と
い
う
判
断
が
示
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九

0
年
代
に
入
っ

一
九
五
七
年
法
八
条
は
法
人
に
は
適
用
さ

一
九
九

0
年
代
の
判
決

一
九
九

0
年
代
に
破
毅
院
民
事
一
部
で
下
さ
れ
た
七
件
の
判
決
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
や
応
用
美
術

(7) 

を
め
ぐ
る
事
例
で
あ
り
、
日
本
で
な
ら
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
三
号
で
解
決
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
ど
の
事
件
で
も
、
著
作
者

人
格
権
の
侵
害
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
判
決

2
1
5
と
7
は
の
吋
mm♀
5
裁
判
長
、
判
決
6
と

8
は

F
O
B
O旦
ミ
裁
判
長
に
よ
る
判
決
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、



〈
判
決
2
〉

破
鍛
院
民
事
一
部
一
九
九
一
年
一

O
月
一
一
一
一
日
判
決
(
布
)
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HNOSEU織
物
会
社
が
、
自
社
の
商
品
と
同
一
モ
デ
ル
の
布
を
輸
入
し
て
い
る
会
社
を
、
著
作
権
侵
害
で
訴
え
た
事
例
で
あ
る
。
原
判

決
は
、
同

0
8
5
2
社
は
集
合
著
作
物
の
所
有
者
と
は
い
え
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。
破
段
院
は

H
N
8
5包
ω
社
の
破
棄
申
立
を
受

け
容
れ
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
原
判
決
を
破
棄
し
た
。

一
九
五
七
年
法
九
条
(
法
典
ヤ
ロ
ω
l
N

条
)
三
項
の
他
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
あ
る
著
作
物
の
全
体
に
つ
い
て
、
そ
の
制
作

に
参
加
し
た
個
々
の
著
作
者
に
不
分
割
の
権
利
を
与
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
が
、
集
合
著
作
物
と
な
る
。
原
判
決
は
こ
の
条
文
に
違

反
し
、
破
棄
に
値
す
る
。
輸
入
さ
れ
た
布
が
問
。

g
g広
社
の
販
売
し
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
場
合
に
、
こ
の
布
の
創
作
に
関
わ

っ
た
者
や
そ
の
役
割
分
担
が
明
ら
か
で
な
く
、
創
作
担
当
部
長
の
役
割
や
権
限
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
一
人
ま

た
は
多
数
の
創
作
者
の
誰
か
ら
も
権
利
主
張
が
な
い
の
に
、

MNOSEB
社
の
訴
え
を
退
け
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
破
毅
院
は
、
布
の
創
作
に
実
際
に
関
与
し
た
創
作
者
か
ら
権
利
主
張
が
あ
る
こ
と
を
、
集
合
著
作
物
の
性
質
決
定

2
5}5
・

3
巴

o
己
の
要
件
と
す
る
解
釈
論
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
。
そ
の
際
、
集
合
著
作
物
の
性
質
決
定
を
し
な
い
こ
と
は
、
「
ま
ま
あ
る
侵
害
者

つ
な
が
る
と
判
示
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

の
利
益
の
み
に
」

〈判
決

3
〉

破
致
院
民
事
一
部
一
九
九
三
年
三
月
二
四
日
判
決
(
ド
ア
ノ
プ
)

ド
ア
ノ
プ
の
モ
デ
ル
に
関
す
る
隷
属
的
模
倣
の
事
例
で
あ
る
。
切
の
自
己
同
社
は
、

公
表
し
、
以
来
、
そ
の
名
の
下
で
「
利
用
」
(
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
お
そ
ら
く
販
売
〉
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
宮
山
各
包
-o
ロ
2
3
・ぇ

社
が
利
用
し
て
い
た
モ
デ
ル
は
、
∞

mgc日
同
社
製
品
の
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
回

mmg己
同
社
は
著
作
権
侵
害
と
不
正
競
争
で

一
九
五
九
年
に
ド
ア
ノ
プ
の
モ
デ
ル
を
そ
の
名
の
下
に

383 

玄仙の
g
z
o
D
O門
司

吋

ω同
社
を
提
訴
し
た
。
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原
判
決
は
、
∞

mgzp
社
は
モ
デ
ル
が
集
合
著
作
物
の
定
義
を
満
た
す
こ
と
を
証
明
し
て
い
な
い
と
し
て
、
同
社
の
当
事
者
適
格
を
認
め

な
か
っ
た
。
切
の
N
2
1
社
か
ら
の
破
棄
申
立
が
認
容
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に
破
棄
判
決
が
下
さ
れ
た
。

回

b
g
c
R
社
が
問
題
の
モ
デ
ル
を
そ
の
名
の
下
で
公
表
し
利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
制
作
に
参
加
し
た
自
然
人
ら

の
共
同
著
作
物
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
せ
ず
に
、
∞

mNgp
社
が
集
合
著
作
物
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
反
対
の
証
拠
を
ま
た
ず
否
定

(
叩
)

し
た
点
は
、
法
典
?
ロ
ω
山
条
三
項
と
円
、
.
H
H
ω

ふ
条
に
違
反
す
る
。

判
決
2
と
同
様
に
、
∞

e
g
p
社
に
集
合
著
作
物
の
立
証
責
任
を
負
わ
せ
な
か
っ
た
例
と
い
え
る
。
こ
の
事
件
で
特
徴
的
な
の
は
、
ド
ア

ノ
プ
の
モ
デ
ル
が
制
作
さ
れ
た
時
期
が
一
九
五
九
年
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
制
作
参
加
者
を
探
し
出
し
て
、
制
作
態
様
が
集

合
著
作
物
の
要
件
を
満
た
し
て
い
た
こ
と
を
証
言
さ
せ
る
の
は
容
易
で
な
い
こ
と
に
、
判
決
は
配
慮
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
法
典

ヤ
ロ
ω
l
N

条
お
よ
び

円、
.
H
H
ω

ふ
条
に
い
う
「
公
表
」
に
は
、
企
業
が
著
作
物
を
商
業
的
に
「
利
用
」
す
る
こ
と
も
含
む
と
す
る
解
釈
が
打

ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
も
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

〈
判
決
4
〉

破
致
院
民
事
一
部
一
九
九
三
年
三
月
二
四
日
判
決
〈
写
真
〉

判
決
3
と
同
日
に
、
同
じ
民
事
一
部
で
、
同
じ
裁
判
官
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
別
の
判
決
で
あ
る
。

S
M
D
出
版
・
広
告
会
社
が
絵
葉
書
を
販
売
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
と
同
一
の
写
真
が
一
四
枚
、
〉
H
m
o
社
の
編
集
に
か
か
る
あ
る
地

(ロ)

方
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、

S
M
D
社
が
観
光
案
内
所
と
〉
芯
o
社
を
訴
え
た
事
例
で
あ
る
。
原
判
決
で

は
、
当
該
写
真
の
ネ
ガ
が
集
合
著
作
物
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
関
す
る
S
M
D
社
の
著
作
権
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
〉
芯
O

社
は
、

S
M
D
社
は
ネ
ガ
が
そ
の
従
業
員
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
著
作
者
に
不
分
割
の
権
利
を
付
与
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
立
証

し
て
い
な
い
と
し
て
、
破
棄
申
立
を
し
た
。
破
致
院
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
破
棄
申
立
を
棄
却
し
た
。

問
題
の
複
製
行
為
が
お
と
な
わ
れ
た
際
、

s
M
D
社
は
そ
の
名
の
下
に
問
題
の
写
真
を
商
業
的
に
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ネ
ガ
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の
制
作
に
あ
た
っ
た
一
人
ま
た
は
複
数
の
自
然
人
の
側
か
ら
何
の
権
利
主
張
も
な
い
場
合
、
こ
の
よ
う
な
占
有
の
行
為
は
、
侵
害
を
は

た
ら
く
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、
著
作
物
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
、

s
M
D
社
が
そ
れ
に
関
し
著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
無
形
の
所
有

権
を
有
す
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
性
質
の
も
の
と
い
え
る
。
原
判
決
の
理
由
に
代
え
て
こ
の
理
由
に
よ
り
、
原
判
決
は
正
当
で
あ
る
。

こ
の
判
決
は
、
「
著
作
物
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
」
|
|
そ
れ
が
集
合
著
作
物
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
|
|
、
そ
れ
を
商
業
的
に
利
用

し
て
い
た
法
人
が
、
侵
害
を
は
た
ら
く
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、
著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
無
形
の
所
有
権
を
、
実
際
の
創
作
者
か
ら
の
権
利

(
日
)

主
張
が
な
い
こ
と
を
条
件
に
、
民
法
の
占
有
理
論
に
よ
り
取
得
す
る
と
初
め
て
判
断
し
た
、
極
め
て
重
要
な
判
決
で
あ
る
。
判
決
3
と
同
様
、

こ
の
判
決
の
背
景
に
は
、
実
際
に
写
真
を
撮
っ
た
者
が
消
息
不
明
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
推
、
測
さ
れ
る
。

〈
判
決
5

〉

破
毅
院
民
事
一
部
一
九
九
五
年
一
月
一
一
一
一
日
判
決
〈
洋
服
〉

洋
服
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
侵
害
事
例
で
あ
る
。
意
匠
法
〈
法
典
円
、
.
2
H
I
H

条
以
下
〉
の
事
件
で
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
ロ
巴
-oN
誌
に
は
著

作
権
に
関
す
る
判
示
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
、
侵
害
に
問
わ
れ
た
会
社
か
ら
の
破
棄
申
立
が
棄
却
さ
れ
た
。

二
つ
の
ア
パ
レ
ル
会
社
か
ら
選
ば
れ
た
複
数
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
グ
ル
ー
プ
で
制
作
し
、
こ
の
二
つ
の
会
社
が
公
表
し
利
用
し
て
い
た

複
数
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
き
、
そ
れ
ら
を
制
作
し
た
自
然
人
ら
の
側
か
ら
権
利
主
張
が
な
い
限
り
、
二
つ
の
会
社
に
よ
る
占
有
の
行
為
か

ら
、
侵
害
を
は
た
ら
く
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、
著
作
物
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
、
二
つ
の
会
社
が
そ
れ
に
関
し
著
作
者
に
与
え
ら

れ
る
無
形
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

判
決
4
に
酷
似
し
た
判
示
で
あ
る
が
、
「
著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
無
形
の
所
有
権
」
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
が
勤
務
す
る
こ
つ
の
会
社
に
帰

属
す
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
会
社
が
そ
の
権
利
を
ど
の
よ
う
な
割
合
で
持
つ
の
か
な
ど
、
詳
細
は
明
ら
か

385 

で
は
な
い
。
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〈
判
決
6
〉

破
毅
院
民
事
一
部
一
九
九
六
年
一
月
九
日
判
決
(
装
飾
盆
)

破
棄
申
立
人
は
有
名
な
ロ
ミ
社
で
あ
る
。
問
題
の
装
飾
盆
を
創
作
し
た
の
は
イ
タ
リ
ア
の
会
社
で
あ
り
、

U
-
2
社
は
そ
の
商
標
を
付
し

て
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
販
売
し
て
い
た
。
装
飾
盆
の
類
似
品
が
出
回
っ
た
た
め
、
口
一
ミ
社
が
そ
れ
を
販
売
し
た
会
社
を
訴
え
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
意
匠
権
侵
害
が
別
途
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
商
標
権
侵
害
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
類
似
品
に
口
一
O
円
の
商

標
が
付
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
ロ
巳
}
。
N

誌
と
月
間
)
〉
誌
に
は
、
著
作
権
に
関
す
る
判
示
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

原
判
決
は
、
り
日
常
社
は
、
実
際
の
著
作
者
に
よ
る
著
作
権
譲
渡
の
証
拠
を
提
出
し
て
い
な
い
の
で
、
提
訴
で
き
な
い
と
し
た
。
し
か
し

破
致
院
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
、
原
判
決
は
法
典
円
、
.
H
H
ω
l
m

条
に
違
反
す
る
の
で
破
棄
を
免
れ
な
い
と
し
た
。

著
作
物
を
完
成
し
た
一
人
ま
た
は
複
数
の
自
然
人
の
側
か
ら
権
利
主
張
が
な
い
限
り
、
そ
れ
を
法
人
が
そ
の
名
の
下
に
利
用
す
る
と

い
う
占
有
の
行
為
は
、
侵
害
を
は
た
ら
く
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、
著
作
物
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
、
こ
の
法
人
が
そ
れ
に
つ
い
て

著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
無
形
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

判
決
4
お
よ
び

5
に
酷
似
し
た
判
示
で
あ
る
が
、
「
そ
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
」
と
い
う
部
分
は
特
別
の
重
み
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
事
件
で
は
、
豆

2
社
は
イ
タ
リ
ア
の
会
社
(
の
従
業
員
〉
の
創
作
に
か
か
る
装
飾
盆
を
販
売
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
創
作
を
発

意
し
た
か
ど
う
か
が
不
明
で
あ
り
、
そ
れ
が
宮
ミ
社
の
集
合
著
作
物
と
性
質
決
定
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
他
社
の
集
合
著

作
物
あ
る
い
は
そ
の
従
業
員
に
よ
る
共
同
著
作
物
に
つ
い
て
、
実
際
の
著
作
者
か
ら
の
譲
渡
を
一証
す
る
書
面
な
し
に
、
販
売
者
が
著
作
権
者

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
判
断
が
、
法
典
円
、
.
H
H
ω
l
∞
条
を
明
示
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
本
稿
の
冒
頭
に
引
用
し

た
同
条
に
よ
れ
ば
、

「集
合
著
作
物
は
」
反
対
の
証
拠
が
な
い
限
り
、
そ
の
名
の
下
に
そ
れ
を
公
表
し
た
法
人
の
所
有
に
属
す
る
の
で
あ
る

が
、
本
判
決
は
「
集
合
著
作
物
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
」
同
様
の
結
果
を
推
定
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
相
当
に
大
胆
な
法
解
釈
で



あ
る
と
い
え
よ
う
〈
た
だ
し
、
後
述
の
一
=
1
参
照
〉
。

八
判
決
7
v

破
毅
院
民
事
一
部
一
九
九
六
年
七
月
三
日
判
決
(
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
)

フラソス法上の集合著作物をめぐる最近の展開(長塚真琴〉

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

一
九
八
五
年
七
月
三
日
法
四
五
条
(
法
典

「
口
ω
占

条
〉
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
職
務
著
作
に
関
し
て
は
、
従
業

(
口
)

員
か
ら
使
用
者
へ
の
、
著
作
財
産
権
の
法
定
譲
渡
を
-
認
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
一
九
八
五
年
法
の
施
行
前
に
制
作
さ

(
日
)

れ
た
た
め
に
同
条
の
適
用
を
受
け
な
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
使
用
者
が
自
ら
著
作
権
を
有
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、

I

F
G社
は
、

N
C
I
社
が
自
社
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
権
を
侵
害
し
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
原
判
決
は
、

I
F
G
社
が
自
社
に
創
作
者

の
資
格
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
え
て
い
な
い
と
し
て
退
け
た
。

I
F
G社
が
破
棄
・
申
立
を
し
、
破
毅
院
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
原
判
決

を
破
棄
し
た
。

法
典
円
、
.
H
H
ω
l
m

条
に
照
ら
し
、
著
作
物
を
そ
の
名
の
下
に
公
表
し
利
用
す
る
法
人
は
、
侵
害
を
は
た
ら
く
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
無
形
の
所
有
権
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

I
F
G
社
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
い
た
以

上
、
同
社
が
権
利
者
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
反
証
を
挙
げ
る
責
任
は

N
C
I
社
に
あ
り
、
原
判
決
は
同
条
の
解
釈
を
誤
っ
て
い
る
。

こ
の
判
決
の
読
み
方
な
い
し
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
そ
れ
は
三
で
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
は
、
判
決
6
と
同
様
に
法
典
「

ロω
!
日
条
の
解
釈
と
し
て
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
判
決
4
i
6
に
比
べ
て
判
示
が
簡
潔
に
な
り
、
「
著
作
物
を
完
成
し
た

自
然
人
の
側
か
ら
権
利
主
張
が
な
い
限
り
」
と
「
そ
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
」
が
抜
け
落
ち
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

〈
判
決
8
〉

破
毅
院
民
事
一
部
一
九
九
八
年
一

O
月
一
二
一
日
判
決
(
ユ
ニ
ッ
ト
パ
ス
の
部
品
〉
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ユ
ニ
ッ
ト
パ
ス
の
部
品
に
関
す
る
隷
属
的
模
倣
の
事
例
で
あ
る
。
事
案
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
〉

5
5ロ
社

が
、
二
つ
の
販
売
会
社
〈
盟
。
。
社
と

F
C
E社
〉
に
、
ほ
ほ
同
一
の
製
品
を
卸
し
て
い
た
こ
と
か
ら
紛
争
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
原
判
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決
は
、
巴
o
n
社
が

F
C
E社
に
対
し
侵
害
訴
訟
を
提
起
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
。

F
C
E
社
は
、
部
品
は
回
目
o
n
社
の
集
合
著
作
物
で
は
な

く
〉

c
q
g
社
と
の
共
同
著
作
物
で
あ
る
と
し
て
、
∞
-on
社
と
〉

R
Bロ
社
を
相
手
に
破
棄
申
立
を
し
た
。
破
毅
院
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
破
棄
申
立
を
棄
却
し
た
。

∞
}on
社
は
問
題
の
製
品
を
製
作
し
流
通
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
同
社
が
そ
れ
に
つ
い
て
著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
無
形
の
所
有
権

を
有
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
同
社
が
侵
害
を
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
共
同
著
作
物
の
認
定
を
し
な
か
っ
た
原
判
決
は
正
当
で

あ
る
。

本
判
決
に
は
特
に
条
文
が
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
判
決
7
に
も
増
し
て
簡
潔
な
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
簡
潔
で
あ
る
た
め
、

g
o
n
社
は
集
合
著
作
物
の
著
作
権
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
判
決
4
j
6
の
よ
う
に
集
合
著
作
物
で
あ
っ
て
も
な
く
て

も
そ
の
著
作
権
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

学
説
の
傭
敵

判
決
2
か
ら
7
ま
で
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
に
関
し
、
学
説
上
若
干
の
議
論
が
あ
る
。
特
に
、
判
決
6
と
?
と
の
間
に
、
判
例
理
論

と
し
て
の
一
貫
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
議
論
の
様
相
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
す
る
。

1 

一
貫
し
た
判
例
理
論
の
下
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
見
解

。ocg-
は
、
判
決
4
で
示
さ
れ
た
理
論
、
す
な
わ
ち
、
「
法
人
が
そ
の
名
の
下
に
著
作
物
を
利
用
し
て
い
て
、
そ
の
制
作
に
あ
た
っ
た
一

人
ま
た
は
複
数
の
自
然
人
の
側
か
ら
何
の
権
利
主
張
も
な
い
場
合
、
法
人
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
占
有
の
行
為
か
ら
、
侵
害
を
は
た
ら
く
第
三

者
と
の
関
係
で
は
、
著
作
物
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
、
法
人
が
そ
れ
に
関
し
著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
無
形
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
が
推
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(
初
)

定
さ
れ
る
」
と
い
う
理
論
が
、
判
決
7
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

彼
に
よ
る
と
、
判
決
7
は
、
破
棄
判
決
は
条
文
を
明
示
し
て
下
す
と
い
う
形
式
上
の
制
約
に
従
い
、
他
に
適
当
な
条
文
が
な
い
か
ら
?

ロω
ふ
条
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
だ
か
ら
、
同
条
の
明
示
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
著
作
物
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
」
と

い
う

文
言
が
判
決
文
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
破
致
院
が
判
決
7
で
法
人
を
「
集
合
著
作
物
の
」
権
利
者
と
推
定
し
た
と
考
え
る
根
拠
に
は
な

ら
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
著
作
物
を
完
成
し
た
自
然
人
の
側
か
ら
権
利
主
張
が
な
い
」
と
い
う
条
件
は
、
法
人
に
よ
る
占
有
の
行
為
が

認
め
ら
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
法
人
に
よ
っ
て
著
作
物
が
平
穏
に
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
当
然
満
た
さ
れ
る
の
で
、
省
か
れ
た
の
だ

(
幻
)

と
さ
れ
る
。

彼
は
、
集
合
著
作
物
の
成
否
を
、
「
一
人
ま
た
は
多
数
の
創
作
者
の
誰
か
ら
も
権
利
主
張
が
な
い
こ
と
」
な
ど
と
い
う
、
条
文
に
な
い
要

(
包
)

件
で
判
断
す
る
の
は
誤
り
だ
と
し
て
、
判
決
2
を
批
判
す
る
。
法
人
が
侵
害
者
を
ど
ん
ど
ん
訴
え
た
い
と
い
う
要
求
に
は
、
む
し
ろ
集
合
著

作
物
の
要
件
に
縛
ら
れ
な
い
解
決
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
上
の
占
有
理
論
は
、
争
い
は
あ
る
が
無
体
物
に
も
適

(
お
)

用
可
能
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
判
決
4
の
理
論
を
支
持
す
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
を
支
持
す
る
の
は
あ
く
ま
で
企
業
と
侵
害
者
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
り
、
企
業
と
そ
の
下
で
創
作
行
為
を
お
こ
な
う
者

と
の
関
係
に
お
い
て
は
別
だ
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
企
業
に
著
作
権
を
集
中
す
る
と
創
作
者
か
ら
あ
ま
り
に
多
く

を
奪
い
す
ぎ
、
著
作
者
自
然
人
主
義
の
原
則
を
す
べ
て
の
場
合
に
貫
く
と
企
業
を
侵
害
者
に
対
し
て
あ
ま
り
に
弱
い
立
場
に
置
く
と
い
う
問

(
問
)

題
意
識
の
下
で
、
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

2 

判
例
理
論
の
動
揺
を
認
め
る
見
解

389 

開
門
町
目
白
川
告
は
、
判
決
2

・3
を
集
合
著
作
物
の
要
件
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
判
例
に
、
判
決
5

・6
を
集
合
著
作
物
の
要
件
に
と
ら
わ

{
お
)

れ
ず
独
自
に
形
成
さ
れ
た
判
例
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
著
作
者
自
然
人
主
義
の
原
則
に
忠
実
だ
っ
た
判
決
ー
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
、
よ
り
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企
業
の
利
益
を
は
か
る
判
例
理
論
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
判
決
7
で
そ
れ
が
少
し
逆
戻
り
し
た
と
位
置
付
け
て
い
る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
判
決
7
は
、
法
人
は
「
集
合
著
作
物
の
」
権
利
者
と
推
定
さ
れ
る
が
、
創
作
に
参
加
し
た
自
然
人
の
み
な
ら
ず
、
侵
害
訴
訟
の
被
告
か

ら
も
反
証
を
提
出
で
き
る
趣
旨
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
判
決
5
・
6
の
論
理
で
は
、
創
作
に
参
加
し
た
自
然
人
が
権
利
主
張
し
な
け

れ
ば
〈
そ
れ
以
外
の
者
か
ら
反
証
は
提
出
で
き
な
い
の
だ
か
ら
)
、
法
人
が
著
作
権
者
で
あ
る
と
の
推
定
は
覆
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
結

(
羽
)

局
、
法
人
は
ほ
ぼ
反
証
不
能
の
推
定
を
受
け
る
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
点
の
相
違
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
の
訴
訟
に
お
い
て
、
侵
害
訴
訟
の
被
告
が
、
原
告
の
当
事
者
適
格
の

推
定
を
覆
す
た
め
、
原
告
の
か
つ
て
の
従
業
員
で
問
題
の
著
作
物
の
制
作
に
関
わ
っ
た
自
然
人
を
探
し
出
し
て
、
.証
言
さ
せ
る
こ
と
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
証
人
は
証
拠
と
し
て
採
用
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
彼
は
、
「
事
典
、
辞
書
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
」
を
「
伝
統
的
著
作
物
」
に
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ザ
イ
ン
・
モ
デ
ル
な
ど
」
を
「
産
業

的
著
作
物
」
に
分
類
し
、
前
者
に
は
集
合
著
作
物
制
度
の
厳
し
い
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
求
め
て
も
い
い
が
〈
著
作
権
の
論
理
〉
、
後

(
幻
)

者
に
は
、
集
合
著
作
物
制
度
の
枠
組
を
離
れ
て
法
人
を
権
利
者
と
す
る
解
決
(
産
業
の
論
理
〉
が
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
。
し
か
し
彼
は
、
産

業
の
論
理
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
重
要
な
判
決
で
あ
る
は
ず
の
判
決
4
を
、
検
討
対
象
と
し
て
い
な
い
。
写
真
の
分
類
に
迷
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
分
類
は
有
効
か
。

各
学
説
の
検
討
は
こ
こ
で
の
目
的
で
は
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は
差
し
控
え
る
が
、
疑
問
が
残
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

3 

判
断
を
留
保
す
る
見
解

司

g
ロ
m
oロ
は
、
ロ
m
E
O
N
誌
に
お
け
る
判
決
7
へ
の
評
釈
(
注
〈
日
〉
参
照
)
で
、
判
決
4
j
7
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
判
決
が
様
々
に
違
っ

て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
関
係
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
判
例
理
論
の
変
遷
と
い
え
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
と
す
る
。
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そ
の
よ
う
な
慎
重
な
態
度
を
と
り
つ
つ
も
、
判
決
6
と
7
は
、
円
、
.
H
H
ω
!

日
条
を
引
用
し
た
以
上
、
単
に
集
合
著
作
物
の
推
定
を
し
た
に
す

ぎ
な
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
前
出
の
の
o三
巴
の
説
明
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
岡
山
内
笠
宮

mg
と
は
比
較
的
近
い
。

万
告
の
O
D
は
ま
た
、
占
有
理
論
は
無
体
物
に
は
通
用
し
な
い
の
で
、
判
例
7
か
ら
「
著
作
物
の
性
質
決
定
が
ど
う
あ
れ
」
の
文
言
が
削
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
点
も
の
o三
巴
の
見
解
と
対
立
す
る
。

m，円何回口の
O
ロ
は
、
伝
統
的
な
著
作
権
法
学
の
立
場
か
ら
、
判
決
4
1
7
を
ま
と
め
て
批
判
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に

法
人
の
地
位
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
著
作
者
自
然
人
主
義
の
原
則
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
「
侵
害
と
の
闘
い
」
の
た
め
と
は
い
え
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
次
に
、
一
連
の
判
決
は
そ
の
正
確
な
射
程
が
明
ら
か
で
な
く
、
法
的
安
定
性
の
欠
如
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
。

四

若
干
の
考
察
と
今
後
の
課
題

判
例
理
論
の
一
貫
性
に
関
し
て
は
、

pgmoロ
の
見
解
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
今
後
の
展
開
を
み
な
い
と
何
と
も
い
え

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
判
決

8
で
は
判
決
7
の
簡
潔
な
表
現
が
、
判
決
6
を
書
い
た
裁
判
官
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
も

っ
て
判
決
4
1
6
に
お
け
る
理
論
が
変
更
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
ま
だ
早
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
現
わ
れ
る
も
の
も
含
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
判
決
の
事
実
関
係
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
本
稿
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
〉
。
ど
う
考
え
て

も
集
合
著
作
物
と
は
性
質
決
定
で
き
な
い
著
作
物
に
つ
い
て
、
著
作
物
を
利
用
す
る
法
人
を
権
利
者
の
地
位
に
つ
け
て
こ
そ
、
真
に
集
合
著

作
物
の
要
件
に
と
ら
わ
れ
な
い
判
決
だ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
二
で
紹
介
し
た
中
で
は
、
判
決
6
が
そ
れ
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

391 

筆
者
に
は
む
し
ろ
、
同
じ
裁
判
長
が
同
じ
法
廷
で
同
日
に
下
し
た
判
決
3
と
4
に
お
け
る
理
論
構
成
の
相
違
が
理
解
し
が
た
い
が
、
こ
の

点
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。
し
か
し
現
時
点
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
破
毅
院
が
、
法
典
下
戸
ω
ぬ
条
三
項
該
当
性
の
立
証
責
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任
を
緩
和
(
三

2
の
よ
う
な
議
論
も
あ
る
の
で
、
転
換
と
は
い
わ
な
い
で
お
く
)
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
占
有
理
論
を
介
し
て
同
条
項
該
当

性
の
判
断
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、

F
-
H
H
ω
・
∞
条
の
帰
結
(
企
業
が
著
作
権
者
と
推
定
さ
れ
、
侵
害
者
へ
の
権
利
行
使
が
許
さ
れ
る
〉
を
、

こ
れ
ま
で
よ
り
広
く
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

筆
者
は
、
資
本
制
下
に
お
け
る
著
作
権
法
の
存
在
理
由
は
、
生
身
の
著
作
者
の
財
産
的
・
人
格
的
利
益
の
保
護
と
、
著
作
物
の
制
作
や
流

通
の
た
め
の
投
資
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
確
保
の
両
方
で
あ
る
と
考
え
る
。
集
合
著
作
物
制
度
は
、
出
版
社
を
海
賊
版
か
ら
保
護
す
る
た
め

に
下
さ
れ
た
一
九
世
紀
の
判
決
に
端
を
発
す
る
、
明
ら
か
に
後
者
に
力
点
を
置
い
た
制
度
で
あ
る
〈
旧
稿
五
九
頁
以
下
参
照
)
。
そ
れ
は
、
著

作
者
自
然
人
主
義
の
原
則
を
掲
げ
著
作
者
の
利
益
の
強
力
な
保
護
を
実
現
し
た
一
九
五
七
年
法
の
下
で
も
、

一
斤
の
条
文
と
し
て
生
き
残
っ

(
お
)

た
。
そ
し
て
、
「
例
外
」
と
し
て
厳
格
に
解
釈
さ
れ
つ
つ
、
細
々
と
生
き
長
ら
え
て
き
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
外
国
特
に
ア
メ
リ
カ
企
業
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
、
映
画
な
ど
に
つ
い
て

「企
業
著
作
者
」
に
権
利
を
集
中
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を

(

担

)

(

却

)

提
唱
す
る
声
や
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
ド
品
に
関
す
る
国
を
挙
げ
た
「
侵
害
と
の
闘
い
」
を
叫
ぶ
声
が
強
い
。
こ
れ
ら
が
、
著
作
権
法
を
投
資

保
護
法
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
に
拍
車
を
か
け
、
破
致
院
に
、
集
合
著
作
物
制
度
を
足
が
か
り
と
す
る

一
連
の
判
決
を
室
聞
か
せ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
企
業
を
原
始
的
に
著
作
権
者
の
地
位
に
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
と
契
約
を
結
ん
で
創
作
行
為
に
携
わ
っ
た
生
身
の
著
作
者
の
経
済

的
利
益
を
脅
か
す
。
集
合
著
作
物
の
場
合
、
そ
の
制
作
に
参
加
し
た
個
々
の
著
作
者
の
報
酬
は
定
額
払
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
旧
稿

五
八
頁
)
。
こ
れ
は
集
合
著
作
物
で
は
な
い
場
合
に
も
お
そ
ら
く
類
推
さ
れ
、
個
々
の
著
作
者
は
、
著
作
物
の
利
用
か
ら
生
じ
る
収
入
に
比

例
す
る
報
酬
を
享
受
す
る
と
い
う
原
則
の
適
用
を
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
。

0
5包
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
著
作
者
と
企
業
の
関

で
著
作
権
の
帰
属
、
が
争
わ
れ
る
場
合
に
は
、
一
連
の
判
決
の
よ
う
な
解
決
は
と
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

筆
者
は
、
集
合
著
作
物
制
度
と
い
う
「
例
外
」
を
置
い
て
資
本
の
論
理
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
著
作
者
自
然
人
主
義
の
原
則
に
よ

(
汎
)

る
強
固
な
著
作
者
保
護
を
実
現
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
著
作
権
法
の
生
き
た
現
実
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

集
合
著
作
物
制
度
が
果
た
し
て
き
た
/
果
た
し
て
い
る
役
割
を
、
歴
史
的
に
も
同
時
代
的
に
も
、
ど
れ
ほ
ど
詳
細
に
解
明
で
き
る
か
が
今
後
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典
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。
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研
究
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。
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(∞) Cass. 1 er civ.， 24 mars 1993， SA Bezault c/ SARL Michallon et Prat， jCP 1993， II， nO 22085， 1 er espece， note Greffe; 
v 
~ RlDA nO 158， oct. 1993， p. 203. 

(~) L.1l3-2 蝋Q鱗心ベJ~~兵的。

(口) Cass. 1 er civ.， 24 mars 1993， SA Areo et a. c/ Syndicat d'initiative de l'office de tourisme de Villeneuve-Loubet 

et a.， jCP 1993， 11， nO 22085， 2e espece， note Greffe; RIDA nO 158 oct. 1993， p. 200. 

(~) f一、υ仏総千Jgpヨ11冊柵ど Areo :?;j毒自殺思富栄n<<ß:l長選ベJ~さや ν お心P ∞::E凸柑混刷、同Q榊金難榊叫照宮舟<.0兵~.sミ入JA!"¥.sミ

よj ムA!"\岨~~~以.，@~ト岨i'a嶋崎-4 /.(\μ:AP 国益写字母S~ベHト~冷tJ必ム~~，.総税制噂:Q鍵鋼生t 喝~，...).，@窓心ふやさ三~ム。

〈ロ〉 罪艇のお.J-6O c.o Q~" Cass. 1 er civ.， 4 mai 1994， Ste Chanel c/ Ste Diana Vicenza et a.，' RIDA nO 163， janv. 1995， 

p. 201 ( ¥λtムス示、〉ベJCass.1 er civ.， 28 mars 1995， Ste Th邑rmopacet a. c/ Ste Seprosy et a.， RIDA nO 165， juil1. 

1995， p. 327 (長ふ-t<) .，@烈m ，_) ν ム rotk 紘J ム嬰令23毒自国会l君主，...).;.2~。

〈ヱ) Cass. 1 er civ.， 31 janv. 1995， SA Vetement Soleil Pluie et a. c/ SARL Sublim et a.， D.S. 1995， Somm. p. 287， obs. 

Colombet. 

(~) Cass. 1 er civ.， 9 janv. 1996， SA Christian Dior c/ Ste Carl und Leissl OHG et a.， D.S. 1996， Somm. p. 285， obs. Burst; 

RIDA nO 169， juill. 1996， p.341. 

(~) Cass. 1 er civ.， 3 j凶11.1996，Ste Informatique Formation et Gestion c/ Ste Nouveau Concept Informatique， D. 1997， 

jur. p. 328， obs. Francon; RIDA nO 174， oct. 1997， p. 315. 

(口〉 零健・~~聴{く 1 .長岡Zf~ム'業主liく I 1 ffi lm(Zf~ι。

(~) J.・L.Goutal， Presomption de titurarite des droits d'exploitation au profit de personnes morales: la Cour de 

cassation maintient sa jurisprudence， RIDA nO 175， janv. 1998， p. 93 note 3. 

c:::;) Cass. 1 cr civ.， 13 oct. 1998， St邑FCEInternationale c/ Ste Aurren et Ste Bloc Bain Jet， RIDA nO 179， janv. 1999， 

p.385. 

くお) Goutal， op. cit.， p. 68. 
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で
コ
ピ
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の
う
ち
七
割
が
フ
ラ
ン
ス
の
も
の
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い
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・
寸
・

〈
認
)
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
創
作
者
主
義
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
、
潮
海
久
雄
「
著
作
権
法
に
お
け
る
創
作
者
主
義
の

変
遷
過
程
(
二
)
|
職
務
著
作
制
度
の
分
析
を
中
心
と
し
て
|
」
法
学
協
会
雑
誌
二
七
巻
五
号
六
一
六
頁
以
下
。

(
お
)
日
本
法
へ
の
示
唆
は
、
若
干
の
指
摘
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
、
法
典

?
H
5・N
条
三
項
の

「出
版
、
発
行
、
お
よ
び
公
表
」
に

該
当
す
る
た
め
に
は
、
企
業
が
著
作
物
を
商
業
的
に
「
利
用
」
し
て
い
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
判
決
3
参
照
〉
が
、
著
作
権

法
一
五
条
一
項
に
お
け
る
「
公
表
」
要
件
の
拡
大
解
釈
を
め
ぐ
る
議
論
を
想
起
さ
せ
る
(
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
未
公
表
著
作
物
の
著

作
権
が
企
業
に
帰
属
す
る
か
ど
う
か
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
)
。
次
に
、
判
決
4
i
6
に
み
ら
れ
る
占
有
理
論
に
は
、
日
本
に

お
け
る
、
著
作
権
の
準
占
有
に
よ
る
時
効
取
得
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
接
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
の
解
明
も
今
後
の
課
題
と
し
た
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